
 

国際港湾協会日本会議 令和 6 年（2024 年）度事業計画 

令和 6年（2024年）4月 1日から令和 7年（2025年）3月 31日までの事業

を次の通り計画する。 

 

１．令和 6年（2024年）世界港湾会議への参加等 

世界港湾会議が、ドイツ連邦共和国ハンブルク港で、令和 6年（2024年）10

月 8日～10日の間、開催される。世界港湾会議に日本会議事務局が参加すると

ともに、会議に出席する日本会議会員を支援する。 

 

２．第 26回（令和 6年度）国際港湾協会日本会議理事会の開催 

第 26回（令和 6年度）理事会を、次の通り開催する。 

 

１）開催日 令和 6年（2023年） 7月 9日（火） 

２）開催場所 ニューピア竹芝サウスタワー4階会議室 

３）議案内容 

議案―1 令和 5年度 事業報告 

議案―2 平成 5年度 収支決算及び監査報告 

議案―3 令和 6年度 事業計画 

議案―4 令和 6年度 収支予算 

議案―5 国際港湾協会日本会議役員の選任等、その他 

 

３．第 23回（令和 6年度）国際港湾協会日本会議総会の開催  

第 23回（令和 6年度）総会を、次の通り開催する。 

 

１）開催日 令和 6年（2024年） 7月 9日（火） 

２）開催場所 ニューピア竹芝サウスタワー4階会議室 

３）議案内容 

議案―1 令和 5年度 事業報告 

議案―2 平成 5年度 収支決算及び監査報告 

議案―3 令和 6年度 事業計画 

議案―4 令和 6年度 収支予算 

議案―5 国際港湾協会日本会議役員の選任等、その他 

 



４．IAPH日本セミナーの開催 

１）IAPH日本セミナー（夏） 

公益財団法人国際港湾協会協力財団と共催で 2024年度 IAPH日本セミナー

を以下のとおり開催する。 

ア 日時 2024年 7月 9日（火）14：30～17：35 

イ 場所 アジュール竹芝 14階天平の間（東京都港区海岸 1-11-2） 

ウ プログラム 

・開会挨拶 公益財団法人国際港湾協会協力財団 大𦚰𦚰 崇 会長 

・来賓挨拶 国土交通省港湾局長 稲田 雅裕 様 

・脱炭素化についてのプレゼンテーション 

 ハンブルク港（独）  イエンス・マイヤーIAPH会長 

 ロサンゼルス港（米） ジーン・セローカ IAPH副会長（北米） 

 ハロパ港（仏）    ステファン・レゾン IAPH副会長（欧州） 

  ・神戸港におけるカーボンニュートラルポート実現に向けて 

   神戸市港湾局長 長谷川 憲孝 様 

  ・国際的水素サプライチェーンについて（仮題） 

   川崎重工業株式会社執行役員/HySTRA理事長 山本 滋 様 

２）IAPH日本セミナー（冬） 

 世界港湾会議 2024開催後の適切な日時で実施する。同会議の概要等を報告 

する。 

 

５．機関誌「IAPH日本フォーラム」の発行 

機関誌を、次の通り 3回発行する。 

 

1) IAPH日本フォーラム第 61号 令和 6年 7月頃発行 

 内容は以下の通りを予定する。 

① 巻頭言、会員港湾からの報告、国際港湾協会活動の近況 

② 「Ports & Harbors」2023年 9/10月号、2023年 11/12月号の記事中 

11編の紹介 

 

２）IAPH日本フォーラム第 62号 令和 6年 11月頃発行 

内容は以下の通りを予定する。 

① 巻頭言、会員港湾からの報告、国際港湾協会活動の近況 

② 国際港湾協会日本会議の理事会、総会、IAPH日本セミナーの報告 

③「Ports & Harbors」2024年 1/2月号、2024年 3/4月号の記事中 

10編程度の紹介 



 

３）IAPH日本フォーラム第 63号 令和 7年 3月頃発行 

内容は以下の通りを予定する。 

① 巻頭言、会員港湾からの報告、国際港湾協会活動の近況 

② 世界港湾会議の概要報告、IAPH日本セミナーの報告 

③ 「Ports & Harbors」2024年 5/6月号、2024年 7/8月号の記事中 

10編程度の紹介 

 

６．日本会議活動の活性化と会員募集活動 

国際港湾協会日本会議は、設立以来 20年が経過した。これまでの活動を整

理、総括し、活動活性化に向けた取り組みを行う。国際港湾協会日本会議の役

割と活動を各方面にＰＲするとともに会員勧誘を行う。 

 

 


